
 

 

 

 

 

 

 

【春季労使交渉】                                          

本会が調査した春季労使交渉結果では、報告のあ

った 54 社の妥結額平均は 5,117 円、アップ率は

1.99%だった。昨年の実績(4,895 円、1.92%)を金額

で 222 円、率で 0.07 ㌽上回った。2 年連続で前年

実績を上回った。 

業種別でみると、製造業34社の平均は5,438円、

2.07%で昨年実績(5,150 円、1.98%)を金額で 288

円、率で 0.09 ㌽上回り、5 年連続で前年を上回った。 

機械金属を除く 5 業種で前年を上回った。 

非製造業は 4,573 円、1.86%となり、昨年実績

(4,457 円、1.81%)と比べ、金額で 116 円、率で 0.05

㌽前年を上回った。非製造業も 2 年続けて前年を上

回った。 

ベースアップの実施企業は昨年と同数の 26 社で、

実施率は 48.1%にのぼった。 

今年の賃上げ額を昨年実績と比べると、53 社中

昨年を上回った企業が全体の 49.1%(26 社)に達し

た一方、昨年を下回ったのは 18.9%(10 社)にとどま

った。 

《参考》 経団連が発表した中小(従業員 500 人未

満)の賃上げ妥結結果(6/15、中間集計)では、223 社

の妥結額平均は4,805円、率は1.91%となっており、

前年の同時期の集計に比べて、金額で 110 円、率で

0.07 ㌽上回っている。 

【夏季賞与】                                          

現在調査中の夏季賞与支給状況は 6 月 26 日現在

で昨年と比較できる 31 社の支給額の平均金は

481,621 円となっており、同一企業ベースでは前年

を 3,997 円、0.84%上回っている。 

 業種別でみると、製造業 19 社の平均は 521,242

円で昨年比 11,190 円、2.19%のプラスとなった。 

非製造業 12 社の平均は 418,888 円で昨年を

7,392 円、1.73%下回っている。 

製造業では化学、機械金属がけん引している。 

非製造業では、その他サービス業が落ち込み、平

均値を引き下げている。 

県内の小規模事業所では、7 月に入ってから取り

組むところもあるため、最終集計は 8 月中を予定し

ている。 

【平成30年夏季賞与（中間集計）】

金  額 (円) 率  (ヶ月)

481,621 1.87

(477,624) (1.88)

521,242 2.02

(510,052) (1.98)

418,888 1.74

(426,280) (1.83)

業   種
支給状況

　全 産 業(31社)
　　        （昨年）

製造業(19社)
(昨年)

非製造業(12社)
(昨年)  

春季労使交渉（最終集計）・夏季賞与取組状況（中間集計） 
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社数

製造業計 34 5,438 (5,150) 2.07 (1.98)

　化　学 13 5,782 (5,399) 2.09 (1.87)

　機械金属 6 5,168 (5,749) 2.06 (2.18)

　食　品 2 5,774 (4,250) 2.55 (1.71)

　金属製品 3 7,496 (6,824) 2.43 (2.47)

　電気機器 4 3,754 (3,068) 1.39 (1.62)

　その他 6 4,943 (4,538) 2.18 (2.00)

非製造業計 20 4,573 (4,457) 1.86 (1.81)

　運輸･通信 6 4,146 (3,977) 1.81 (1.18)

　金　融 2 4,232 (3,326) 1.46 (1.25)

　卸･小売 6 4,689 3,301) 1.87 (1.76)

　土木･建設 0 - (6,115) - (1.97)

　その他 6 4,998 (6,199) 2.03 (2.69)

全平均 54 5,117 (4,895) 1.99 (1.92)

業　種
妥結額(円) アップ率(％)

春季賃金交渉状況
【平成30年春季労使交渉(最終集計)】

【ベースアップの実施・賃上げ額の昨年比】

今年 昨年 上回る 同水準 下回る
製 造 業 34 18 18 22 5 6

非製造業 20 8 8 4 12 4

全 　　体 54 26 26 26 17 10

社数
ベア実施 賃上げ額の昨年比


